






要約:1979 年 5 月より 1986 年 12 月までに、川崎病既往児 213 例に冠動脈造影検査を施行

し、87 例に造影上冠動脈障害を認めた。そのうち 54 例に 2 回以上の冠動脈造影検査を施

行し、5 年以上の経過観察を行ってきたが、冠動脈障害部位に新たな動脈瘤様拡張が出現

した 2症例を経験した。川崎病の後遺症としての心血管病変の長期予後を考慮する上で問

題となる所見と考えられたので報告した。 


